
INA250
高精度シャント抵抗内蔵、36V、ロー＆ハイ・サイド、ゼロ・ドリフト電流シャント・モニタ

INA250は、高精度、低ドリフトのシャント抵抗を集積し、広い温度範囲に渡って高精度の計測を提供する、電流センス・アンプです。
シャント抵抗と、双方向のゼロ・ドリフト電流センス・アンプを集積し、ローサイド（低電圧側）とハイサイド（高電圧側）の両方に
実装できます。高精度と低ドリフト特性が、多くのシステムにおいて、設計者の較正作業を大幅に削減、または全く不要にします。
また、これらの集積により、システム・コストの削減や基板実装面積の縮小も実現します。システム・コストの削減や基板実装面積
の縮小を実現しながら高精度の計測を提供、テスト・計測、通信の負荷モニタや電源などのアプリケーションで、より高性能の製品
を実現します。テスト・計測機器の設計者は、較正作業を削減しながら必要な性能レベルを実現すると同時に、コストを最大 76パー
セント削減できます。企業向けや無線通信向けの高性能機器の設計者は、分散型計測を実現し、最大限のシステム効率を実現する
とともに、システム管理を強化できます。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

パッケージ : TSSOP-16（5 x 6.5mm）

パッケージの比較（同スケール）

特長



TI の電流シャント・シャント・モニタ

電流シャント・モニタは、特殊な高同相電圧差動アンプで、低電圧の単一
電源で動作する機能を備えています。同相電圧範囲が電源電圧に比例して
いる従来の差動アンプとは異なり、電流シャント・モニタの同相電圧範囲は
電源には依存していません。多くの高同相電圧差動アンプと異なり、電流シャ
ント・モニタは低差動電圧 (50～100mV)を検出できるゲインを備えています。
電流検出はハイ・サイドまたはロー・サイドのいずれかで行う事ができます。
ロー・サイド検出は簡単で特殊な部品は必要としませんが、グランドを妨げ
たり別途配線が必要になるという理由から、ほとんどの場合使用できません。
電流シャント・モニタは、ハイ・サイド側での電流検出を簡単に行う事を 
目的としています。ハイ・サイド検出のために個別にソリューションを設ける
事は容易ではなく、また実現にはコストがかかります。
TI では、ローおよびハイ・サイド用、-22V から 80V までのコモン・モード
電圧範囲、デジタル /アナログ電圧 /アナログ電流 /コンパレータ出力オプ
ションといった、幅広い高精度電流シャントアンプラインナップを用意して 
います。
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TI の電流シャント・モニタのラインアップ
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